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まえがき

この本は，構造力学，構造設計の立場から建築のかたちについて述べたものである。

構造の技術は建築の世界で次の二つの大切な役割を果たしている。その一つは安全性の確保

である。建物が地震や台風の作用に耐え，果たすべき機能を十分に発揮するためには，構造の

知識や技術が不可欠である。

構造が果たしているもう一つの重要な役割は，建築の美しさに対する貢献である。

建物は彫刻などとは異なり，スケールの大きな実体である。したがって彫刻のように作者の

望むかたちをそのまま表現することは一般に不可能で，その中を流れる力の大きさや原理に適

合した造形だけが実現可能である。逆に，構造の中を流れる力の原理を直接，間接に表現する

ことによって，建築に固有の，美しい造形を得ることが可能になる場合が少なくない。

このように，建築におけるちから
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とかたち
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は，古くから相互に深いかかわりを持ちながら発

展してきている。本書ではこのあたりの関係を，わかりやすく書いてみたいと思った。

本書の企画・構成と文章は川口と阿部が，描画は松谷と川﨑が担当した。

中学生，高校生にも楽しく読め，かつ，建築，構造の専門家にとっても，ある程度読みごた

えのあるものとなるよう努力したつもりである。

執筆に当たっては多くの資料を参考にしたが，類書の傾向に流されることは避け，できるだ

け筆者ら独自の思想と知見によって筋の通ったものとなるよう留意した。また従来取り上げら

れることの少なかった日本の伝統建築についても積極的に考察を行い，われわれの祖先たちの

技術や思想について，理解を深めることができるよう試みた。

本書ができるだけ多くの人に読まれ，建築と構造の理解に役立ってくれることを祈っている。

1989 年 12 月

第二版の出版に当たって
初版以来，20 年を超える歳月が流れ，この間に，世の中にも，建築にも多くの変化が見ら

れた。有名な建築が姿を消したり，無名だった場所に新しい特長を持つ構造物が姿を現わした

り，また，構造設計の考え方や手法にも，変化が感じられた。

このような変化に対応するために，本書も今回，はじめての改訂を行った。

改訂の内容は，種々の情報を，現状にふさわしいようにアップデートしたほか，この 20 年

間に長足の進歩を見せた，耐震，免震，制震などの考え方を紹介したことなどである。改訂の

作業は，初版とまったく同じメンバーが，同じ分担で行った。

今回の改訂を含め，本書が，初心者にもわかりやすく，建築のプロにとっても読みごたえの

あるものであってほしいというわれわれの願望は，変わっていない。　読者のご叱正を期待し

ている。
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